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(57)【要約】
【課題】
　電源ラインを複数系統にした電力供給回路や信号検出
装置において、１系統に生じた地絡が他の系統に及ぶこ
とを防ぐことができる電力供給回路及び信号検出装置を
提供する。
【解決手段】
　第１電源ラインＰＬ１は、電源回路１３とホールＩＣ
１とを接続し、第２電源ラインＰＬ２は、電源回路１３
とホールＩＣ２を接続する。電源ライン接続部４２は、
第１電源ラインＰＬ１と第２電源ラインＰＬ２とを接続
する。電源ライン接続部４２を介することで、第１電源
ラインＰＬ１と第２電源ラインＰＬ２のうちいずれか一
方の電源ラインが断線した場合でもホールＩＣ１及びホ
ールＩＣ２が他方の電源ラインから電力供給を受ける。
整流素子４１は、第１電源ラインＰＬ１と第２電源ライ
ンＰＬ２それぞれに設けられ、電源ライン接続部４２と
電源回路１３との間に電源回路１３からホールＩＣに流
れる電流のみ通電して逆方向に流れる電流を遮断する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源と、前記電源に並列接続された第１負荷及び第２負荷と、前記電源と前記第１負荷
を接続する第１電源ラインと、前記電源と前記第２負荷を接続する第２電源ラインと、前
記第１電源ラインと前記第２電源ラインのうちいずれか一方の電源ラインが断線した場合
でも前記第１負荷及び前記第２負荷が他方の電源ラインから電力供給を受けることができ
るように前記第１電源ラインと前記第２電源ラインを接続した電源ライン接続部と、を有
し、前記第１電源ライン及び前記第２電源ラインは、それぞれ前記電源ライン接続部と前
記電源との間に前記電源から前記負荷に流れる電流のみ通電して逆方向に流れる電流を遮
断する整流素子を設けたことを特徴とする電力供給回路。
【請求項２】
　前記第１電源ライン及び前記第２電源ラインは、
それぞれ前記整流素子と前記電源との間に
入力電力を所定の出力電力に変換するレギュレータを有する
ことを特徴とする請求項１記載の電力供給回路。
【請求項３】
　所定の対象を検出して第１信号を出力する第１信号検出器と、
前記所定の対象を検出して第２信号を出力する第２信号検出器と、
前記第１信号検出器と前記第２信号検出器とに並列接続される電源と、
前記電源と前記第１信号検出器を接続する第１電源ラインと、
前記電源と前記第２信号検出器を接続する第２電源ラインと、
前記第１信号を伝達する第１信号ラインと、
前記第２信号を伝達する第２信号ラインと、
前記第１信号ライン及び前記第２信号ラインを介して前記第１信号と前記第２信号とを検
出する信号検出回路と、
前記第１電源ラインと前記第２電源ラインのうちいずれか一方の電源ラインが断線した場
合でも前記第１信号検出器及び前記第２信号検出器が他方の電源ラインから電力供給を受
けることができるように前記第１電源ラインと前記第２電源ラインを接続した電源ライン
接続部と、
を有し、
前記第１電源ライン及び前記第２電源ラインは、それぞれ前記電源ライン接続部と前記電
源との間に前記電源から前記信号検出器に流れる電流のみ通電して逆方向に流れる電流を
遮断する整流素子を設けることを特徴とする信号検出装置。
【請求項４】
　前記第１電源ライン及び前記第２電源ラインは、
それぞれ前記整流素子と前記電源との間に
入力電力を所定の出力電力に変換するレギュレータを有する
ことを特徴とする請求項３記載の信号検出装置。
【請求項５】
　前記第１信号と前記第２信号とは、互いに位相反転の関係にあることを特徴とする請求
項３又は４に記載の信号検出装置。
【請求項６】
　所定の対象を検出して第１信号を出力する第１信号検出器と、
前記所定の対象を検出して第２信号を出力する第２信号検出器と、
前記所定の対象を検出して第３信号を出力する第３信号検出器と、
前記第１信号検出器と前記第２信号検出器と前記第３信号検出器とに並列接続される電源
と、
前記電源と前記第１信号検出器を接続する第１電源ラインと、
前記電源と前記第２信号検出器を接続する第２電源ラインと、
前記第１電源ライン及び前記第２電源ラインと前記第３信号検出器を接続する第３電源ラ
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インと、
前記第１信号を伝達する第１信号ラインと、
前記第２信号を伝達する第２信号ラインと、
前記第３信号を伝達する第３信号ラインと、
前記第１信号ライン、前記第２信号ライン及び前記第３信号ラインを介して
前記第１信号、前記第２信号及び前記第３信号を検出する信号検出回路と、
前記第１電源ラインと前記第２電源ラインのうちいずれか一方の電源ラインが断線した場
合でも
前記第１信号検出器及び前記第２信号検出器が他方の電源ラインから電力供給を受けるこ
とができるように
前記第１電源ラインと前記第２電源ラインを接続した電源ライン接続部と、
を有し、
前記第１電源ライン及び前記第２電源ラインは、それぞれ前記電源ライン接続部と前記電
源との間に前記電源から前記信号検出器に流れる電流のみ通電して逆方向に流れる電流を
遮断する整流素子を設け、
前記第３電源ラインは、前記整流素子と前記第１負荷の間又は前記整流素子と前記第２負
荷との間において、前記第１電源ライン及び前記第２電源ラインと接続されることを特徴
とする信号検出装置。
【請求項７】
　前記第１信号検出器、前記第２信号検出器及び前記第３信号検出器をそれぞれ並列に接
続する第１グランドラインと、
前記第１信号検出器、前記第２信号検出器及び前記第３信号検出器をそれぞれ並列に接続
する第２グランドラインと、
を有し、
前記第１信号検出器、前記第２信号検出器及び前記第３信号検出器は、
前記第１グランドライン又は前記第２グランドラインの一方のグランドラインが断線して
も他方のグランドラインにより接地されることを特徴とする請求項６記載の信号検出装置
。
【請求項８】
　前記第１信号検出器と前記第２信号検出器と前記第３信号検出器と前記電源ライン接続
部と前記整流素子とを収容する第１筐体と、前記電源と前記信号検出回路を収容する第２
筐体と、を有することを特徴とする請求項６又は７記載の信号検出装置。
【請求項９】
　請求項６ないし８のいずれか１項記載の信号検出装置は、操舵トルクに基づいて車両の
ステアリングの操舵力を補助する電動パワーステアリング装置に用いられる信号検出装置
であって、
前記第１信号検出器、前記第２信号検出器及び前記第３信号検出器はそれぞれ前記ステア
リングに作用する操舵トルクを検出するホールＩＣであることを特徴とする請求項６ない
し８のいずれか１項記載の信号検出装置。
【請求項１０】
　前記電源は前記車両のボディに接地されるものであって、前記第１信号検出器、前記第
２信号検出器及び前記第３信号検出器は、前記第１グランドライン又は前記第２グランド
ラインに代えて、前記車両のボディに接地されることを特徴とする請求項９の信号検出装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電源から負荷に電力を供給する電力供給回路及び電力供給回路を用いた信号
検出装置に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　電力供給回路や信号検出装置においては、断線等の事態に備えて、配線を２系統・３系
統といったように複数系統の配線に同じ機能を持たせ、複数系統のうち一部が断線した後
にも、電力供給回路や信号検出装置を稼動させることが一般に行われている（例えば、特
許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００３－１３７１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、電源ラインの故障としては断線故障の他に、接地部分以外において電源ライ
ンと大地が電気的に接続され、電源ラインと大地の間に電流が流れる地絡故障があげられ
る。
【０００４】
　例えば、図６に示すように、ホールＩＣ１が電源ラインＰＬ１１と電源ラインＰＬ１２
との２系統の電源ラインから電力の供給を受けている場合、電源ラインＰＬ１２のＥＦ’
点が大地と電気的に接続（地絡）されると、電源ラインＰＬ１２に流れる電流は地絡地点
であるＥＦ’点を介して大地に向かって電流が流れてしまう。その上、ホールＩＣ１に電
力を供給する関係から電源ラインＰＬ１１と電源ラインＰＬ１２とは電気的に繋がってい
るため、電源ラインＰＬ１１を流れる電流は矢印の方向に流れる。この結果、電源ライン
ＰＬ１２を流れる電流も地絡地点ＥＰを介して大地に向かって流れてしまう。
【０００５】
　このように、電源ラインを複数系統にした電力供給回路や信号検出装置においては、複
数系統が電気的に導通しているため、１系統に地絡がおきると、地絡の影響が他の系統に
及んでしまう問題があった。
【０００６】
　本発明は上記問題点に鑑みたものであり、その目的は、電源ラインを複数系統にした電
力供給回路や信号検出装置において、１系統に生じた地絡が他の系統に及ぶことを防ぐこ
とができる電力供給回路及び信号検出装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１記載の発明では、電源と、電源に並列接続された第１負荷及び第２負荷と、電
源と第１負荷を接続する第１電源ラインと、電源と第２負荷を接続する第２電源ラインと
、第１電源ラインと第２電源ラインのうちいずれか一方の電源ラインが断線した場合でも
第１負荷及び第２負荷が他方の電源ラインから電力供給を受けることができるように第１
電源ラインと第２電源ラインを接続した電源ライン接続部と、を有し、第１電源ライン及
び第２電源ラインは、それぞれ電源ライン接続部と電源との間に電源から負荷に流れる電
流のみ通電して逆方向に流れる電流を遮断する整流素子を設けたことを特徴とする。
【０００８】
　上記構成では、整流素子が、第１電源ライン又は第２電源ラインの一方の電源ラインか
ら電源ライン接続部を介して第１電源ライン又は第２電源ラインの他方の電源ラインに流
れる短絡電流を遮断するため、第１電源ライン又は第２電源ラインの一方の電源ラインが
地絡したとしても、他方の電源ラインを介して電源から第１負荷及び第２負荷に電力を供
給し続けることができる。
【０００９】
　請求項２記載の発明では、第１電源ライン及び第２電源ラインは、それぞれ整流素子と
電源との間に入力電力を所定の出力電力に変換するレギュレータを有することを特徴とす
る。
【００１０】
　第１電源ラインと第２電源ラインとがレギュレータを共用すると、一方の電源ラインが
地絡して短絡電流が流れてレギュレータが破壊されると、他方の電源ラインもレギュレー
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タを用いることができなくなる。一方、上記構成では、レギュレータを第１電源ライン及
び第２電源ラインそれぞれに設けているため、第１電源ライン又は第２電源ラインの一方
の電源ラインが地絡して短絡電流が流れて、地絡した電源ラインのレギュレータが破壊さ
れたとしても、他方の電源ラインのレギュレータは無事であり、そのまま電力変換を行う
ことができる。
【００１１】
　請求項３記載の発明では、所定の対象を検出して第１信号を出力する第１信号検出器と
、所定の対象を検出して第２信号を出力する第２信号検出器と、第１信号検出器と第２信
号検出器とに並列接続される電源と、電源と第１信号検出器を接続する第１電源ラインと
、電源と第２信号検出器を接続する第２電源ラインと、第１信号を伝達する第１信号ライ
ンと、第２信号を伝達する第２信号ラインと、第１信号ライン及び第２信号ラインを介し
て第１信号と第２信号とを検出する信号検出回路と、第１電源ラインと第２電源ラインの
うちいずれか一方の電源ラインが断線した場合でも第１信号検出器及び第２信号検出器が
他方の電源ラインから電力供給を受けることができるように第１電源ラインと第２電源ラ
インを接続した電源ライン接続部と、を有し、第１電源ライン及び第２電源ラインは、そ
れぞれ電源ライン接続部と電源との間に電源から信号検出器に流れる電流のみ通電して逆
方向に流れる電流を遮断する整流素子を設けることを特徴とする。
【００１２】
　上記構成では、電源ライン接続部が、第１電源ライン又は第２電源ラインの一方の電源
ラインから第１電源ライン又は第２電源ラインの他方の電源ラインに流れる短絡電流を遮
断するため、第１電源ライン又は第２電源ラインの一方の電源ラインが地絡したとしても
、他方の電源ラインを介して電源から第１信号検出器及び第２信号検出器に電力を供給し
続けることができる。この結果、第１電源ライン又は第２電源ラインのいずれか一方が地
絡しても、他方の電源ラインを用いて第１信号検出器及び第２信号検出器に電力を供給で
き、第１信号検出器及び第２信号検出器は信号検出回路に信号を伝達することができる。
【００１３】
　請求項４記載の発明では、第１電源ライン及び第２電源ラインは、それぞれ整流素子と
電源との間に入力電力を所定の出力電力に変換するレギュレータを有することを特徴とす
る。
【００１４】
　第１電源ラインと第２電源ラインとがレギュレータを共用すると、一方の電源ラインが
地絡して短絡電流が流れてレギュレータが破壊されると、他方の電源ラインもレギュレー
タを用いることができなくなる。一方、上記構成では、レギュレータを第１電源ライン及
び第２電源ラインそれぞれに設けているため、第１電源ライン又は第２電源ラインの一方
の電源ラインが地絡して短絡電流が流れて、地絡した電源ラインのレギュレータが破壊さ
れたとしても、他方の電源ラインのレギュレータは無事であり、そのまま電力変換を行う
ことができる。
【００１５】
　請求項５記載の発明では、第１信号と第２信号とは、互いに位相反転の関係にあること
を特徴とする。
【００１６】
　第１信号ラインと第２信号ラインとで同じ信号を送信すると、単に信号を送信していな
い状況と断線している状況とを区別できない場合が現れる。一方、上記構成では、第１信
号と第２信号とを位相反転させた場合には、信号検出回路が両信号が位相反転の関係にあ
るか否かを判定することで、信号ラインの断線等の異常が発生しているか否かを判定する
ことができる。
【００１７】
　請求項６記載の発明では、所定の対象を検出して第１信号を出力する第１信号検出器と
、所定の対象を検出して第２信号を出力する第２信号検出器と、所定の対象を検出して第
３信号を出力する第３信号検出器と、第１信号検出器と第２信号検出器と第３信号検出器
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とに並列接続される電源と、電源と第１信号検出器を接続する第１電源ラインと、電源と
第２信号検出器を接続する第２電源ラインと、第１電源ライン又は第２電源ラインと第３
信号検出器を接続する第３電源ラインと、第１信号を伝達する第１信号ラインと、第２信
号を伝達する第２信号ラインと、第３信号を伝達する第３信号ラインと、第１信号ライン
、第２信号ライン及び第３信号ラインを介して第１信号、第２信号及び第３信号を検出す
る信号検出回路と、第１電源ラインと第２電源ラインのうちいずれか一方の電源ラインが
断線した場合でも第１信号検出器及び第２信号検出器が他方の電源ラインから電力供給を
受けることができるように第１電源ラインと第２電源ラインを接続した電源ライン接続部
と、を有し、第１電源ライン及び第２電源ラインは、それぞれ電源ライン接続部と電源と
の間に電源から信号検出器に流れる電流のみ通電して逆方向に流れる電流を遮断する整流
素子を設け、第３電源ラインは、整流素子と第１信号検出器の間又は整流素子と第２信号
検出器との間において、第１電源ライン又は第２電源ラインと接続されることを特徴とす
る。
【００１８】
　上記構成によれば、第３信号検出器は第１電源ライン及び第２電源ラインを介して電力
の供給を受けることができるため、第１電源ライン及び第２電源ラインを利用している分
、第３電源ラインの長さを必要最小限にでき、かつ、並列接続する負荷の数だけ整流素子
を設けずに済む。
【００１９】
　請求項７記載の発明では、第１信号検出器、第２信号検出器及び第３信号検出器をそれ
ぞれ並列に接続する第１グランドラインと、第１信号検出器、第２信号検出器及び第３信
号検出器をそれぞれ並列に接続する第２グランドラインと、を有し、第１信号検出器、第
２信号検出器及び第３信号検出器は、第１グランドライン又は第２グランドラインの一方
のグランドラインが断線しても他方のグランドラインにより接地されることを特徴とする
。
【００２０】
　第１信号検出器、第２信号検出器及び第３信号検出器は、２系統のグランドラインをそ
れぞれ共用しているため、配線を減らすことができる。つまり、並列接続する負荷の数だ
けグランドラインを設けずに済む。
【００２１】
　請求項８記載の発明では、第１信号検出器と第２信号検出器と第３信号検出器と電源ラ
イン接続部と整流素子とを収容する第１筐体と、電源と信号検出回路を収容する第２筐体
と、を有することを特徴とする。
【００２２】
　上記構成では、第１筐体と第２筐体との間に位置する配線は、筐体に覆われていないた
め、筐体内と比べて相対的に地絡故障等の影響を受けやすいが、整流素子は第１信号検出
器、第２信号検出器及び第３信号検出器が収容される第１筐体に収容されているため、第
１筐体と第２筐体との間において、電源ラインに地絡が生じたとしても、その地絡の影響
は他の電源ラインには影響を及ぼすことはない。
【００２３】
　特に、地絡や断線といった不具合に耐性がある上記信号検出装置は、請求項９記載の発
明のように、操舵トルクに基づいて車両のステアリングの操舵力を補助する電動パワース
テアリング装置に用い、第１信号検出器、第２信号検出器及び第３信号検出器はそれぞれ
ステアリングに作用する操舵トルクを検出するホールＩＣである場合に好適である。
【００２４】
　請求項１０記載の発明では、電源は車両のボディに接地されるものであって、第１信号
検出器、第２信号検出器及び第３信号検出器は、第１グランドライン又は第２グランドラ
インに代えて、車両のボディに接地されることを特徴とする。
【００２５】
　上記構成では、第１グランドライン又は第２グランドラインの代わりに、車両のボディ
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に接地しているため、グランドラインの数を減らすことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、本発明をモータ（図示せず）の駆動力をステアリングのアシストに用いる電動式
パワーステアリング装置（ＥＰＳ）の信号検出装置１に用いた場合の実施形態について説
明する。
【００２７】
　（実施例１）
　（全体構成）
　図１に実施例１に係る信号検出装置１のシステム構成図を示す。信号検出装置１は、主
にトルクセンサ２１と、ＥＰＳ－ＥＣＵ１１とからなる。トルクセンサ２１はステアリン
グ（図示せず）の操舵トルクを検出し、ＥＰＳ－ＥＣＵ１１は、操舵トルクに基づいて、
ステアリングの操舵力をアシストするべくモータを制御する。
【００２８】
　トルクセンサ２１とＥＰＳ－ＥＣＵ１１とは、電源ラインＰＬ１～ＰＬ３、信号ライン
ＳＬ１～ＳＬ３及びグランドラインＧＬ１～ＧＬ２によって接続されている。
【００２９】
　なお、電源である電源回路１３と、第１負荷（第１信号検出器）２２であるホールＩＣ
１及び第２負荷（第２信号検出器）２３であるホールＩＣ２と、第１電源ラインＰＬ１と
、第２電源ラインＰＬ２と、電源ライン接続部４２と、整流素子４１は、電力供給回路を
構成する。
【００３０】
　（トルクセンサ）
　トルクセンサ２１は、車両のステアリングに作用する操舵トルクを検出し、その検出し
た操舵トルクに対応するトルク信号を第１信号ラインＳＬ１及び第２信号ラインＳＬ２を
介してＥＰＳ－ＥＣＵ１１側に送信する。トルクセンサ２１は、第１筐体３１内部に第１
負荷（第１信号検出器２２）であるホールＩＣ１と第２負荷（第２信号検出器２３）であ
るホールＩＣ２とを有する。
【００３１】
　（ＥＰＳ－ＥＣＵ）
　ＥＰＳ－ＥＣＵ１１は、第２筐体３２内部に電源である電源回路１３と、レギュレータ
１４と、信号検出回路であるＣＰＵ１２とを有する。電源回路１３は、車両のボディに接
地（ボディアース）されるものであり、電源ラインを介して、トルクセンサ２１に電力を
供給する。レギュレータ１４は、電源回路１３から出力する電圧・電流を一定に保つため
に用いられる。ＣＰＵ１２は、トルクセンサ２１側から送信されたトルク信号を受け取り
、モータの制御に必要な演算を行う。
【００３２】
　（電源ライン）
　第１電源ラインＰＬ１は、電源回路１３とホールＩＣ１とを接続し、第２電源ラインＰ
Ｌ２は、電源回路１３とホールＩＣ２を接続する。電源ライン接続部４２は、第１電源ラ
インＰＬ１と第２電源ラインＰＬ２とを接続する。電源ライン接続部４２を介することで
、第１電源ラインＰＬ１と第２電源ラインＰＬ２のうちいずれか一方の電源ラインが断線
した場合でもホールＩＣ１及びホールＩＣ２が他方の電源ラインから電力供給を受けるこ
とができる。
【００３３】
　（整流素子）
　整流素子４１は、第１電源ラインＰＬ１と第２電源ラインＰＬ２それぞれに設けられ、
電源ライン接続部４２と電源回路１３との間に電源回路１３からホールＩＣに流れる電流
のみ通電して逆方向に流れる電流を遮断する。
【００３４】
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　つまり、電源ライン接続部４２が、第１電源ラインＰＬ１又は第２電源ラインＰＬ２の
一方の電源ラインから第１電源ラインＰＬ１又は第２電源ラインＰＬ２の他方の電源ライ
ンに流れる短絡電流を遮断するため、第１電源ラインＰＬ１又は第２電源ラインＰＬ２の
一方の電源ラインが地絡したとしても、他方の電源ラインを介して電源回路１３からホー
ルＩＣ１、ホールＩＣ２及びホールＩＣ３に電力を供給し続けることができる。この結果
、第１電源ラインＰＬ１又は第２電源ラインＰＬ２のいずれか一方が地絡しても、他方の
電源ラインを用いてホールＩＣ１、ホールＩＣ２及びホールＩＣ３に電力を供給でき、ホ
ールＩＣ１、ホールＩＣ２及びホールＩＣ３は信号検出回路に信号を伝達することができ
る。
【００３５】
　図１の例では、整流素子４１としてダイオードを用いたが、一方向に流れる電流を通電
して、逆方向に流れる電流を遮断する整流素子４１であれば何でも良い。
【００３６】
　（レギュレータ）
　レギュレータ１４は、第１電源ラインＰＬ１と第２電源ラインＰＬ２それぞれにおいて
、整流素子４１と電源回路１３との間に設けられ、入力電力を所定の出力電力に変換する
。レギュレータ１４を第１電源ラインＰＬ１及び第２電源ラインＰＬ２それぞれに設けて
いるため、第１電源ラインＰＬ１又は第２電源ラインＰＬ２の一方の電源ラインが地絡し
て短絡電流が流れて、地絡した電源ラインのレギュレータ１４が破壊されたとしても、他
方の電源ラインはそのままレギュレータ１４を用いることができる。
【００３７】
　（ホールＩＣ）
　ホールＩＣ１は、所定の対象を検出して第１信号を出力する第１信号検出器２２（第１
負荷）であり、ホールＩＣ２は、所定の対象を検出して第２信号を出力する第２信号検出
器２３（第２負荷）である。ホールＩＣ１とホールＩＣ２は電源回路１３と並列接続され
る。ここで、所定の対象とはモータのことであり、第１信号と第２信号は、モータのトル
ク信号に該当する。
【００３８】
　なお、ホールＩＣは、磁界を検出して、対象（モータ）のトルクを測定し、検出トルク
に応じた第１信号及び第２信号を出力する装置である。ホールＩＣ１が出力する第１信号
とホールＩＣ２が出力する第２信号は、それぞれＥＰＳ－ＥＣＵ１１側のＣＰＵ１２に入
力される。
【００３９】
　（信号ライン）
　第１信号ラインＳＬ１は、信号検出回路とホールＩＣ１を接続して第１信号を伝達し、
第２信号ラインＳＬ２は、信号検出回路とホールＩＣ２を接続して第２信号を伝達する。
【００４０】
　（信号検出回路）
　信号検出回路は、第１信号ラインＳＬ１及び第２信号ラインＳＬ２を介して第１信号と
第２信号を検出する。
【００４１】
　信号検出回路が検出する第１信号と第２信号とは、互いに位相反転の関係にある。第１
信号ラインＳＬ１と第２信号ラインＳＬ２とで同じ信号を送信すると、単に信号が送信し
ていない状況と断線している状況とを区別できない場合が現れる。一方、第１信号と第２
信号とを位相反転させた場合には、信号検出回路が両信号が位相反転の関係にあるか否か
を判定することで、信号ラインの断線等の異常が発生しているか否かを判定することがで
きる。異常があると判定した場合には、信号検出回路は、安全のために、電動パワーステ
アリング装置のモータによる操舵の補助を停止する。
【００４２】
　（グランドライン）
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　第１グランドラインＧＬ１は、ホールＩＣ１及びホールＩＣ２をそれぞれ並列に接続し
、第２グランドラインＧＬ２もホールＩＣ１及びホールＩＣ２をそれぞれ並列に接続する
。
【００４３】
　このように接続することによって、第１グランドラインＧＬ１又は第２グランドライン
ＧＬ２の一方のグランドラインが断線しても、他方のグランドラインを介することで、ホ
ールＩＣ１及びホールＩＣ２を接地することができる。
【００４４】
　２本のグランドラインのうち、一方のグランドラインが断線しても、他方のグランドラ
インを用いて接地できるため、信号検出装置１の信頼性を確保できる。
【００４５】
　なお、ホールＩＣ１～ホールＩＣ３をトルクセンサ２１側ではなく、ＥＰＳ－ＥＣＵ１
１側で接地するのは、ホールＩＣがＥＰＳ－ＥＣＵ１１内の電源回路１３から電力を供給
受けているため、ホールＩＣ１～ホールＩＣ３の接地電位を電源回路１３の接地電位、つ
まり、ＥＰＳ－ＥＣＵ１１の接地電位に揃える必要があることによる。
【００４６】
　（筐体）
　ホールＩＣ１及びホールＩＣ２と電源ライン接続部４２と整流素子４１とは第１筐体３
１に収容され、電源回路１３と信号検出回路とは第２筐体３２に収容される。
【００４７】
　（地絡時）
　図２を用いて、実施例１に係る信号検出装置１の電源ラインＰＬ２において地絡が生じ
た際の動作を説明する。ＥＦ１点において地絡が生じることで、ＥＦ１点の電位が降下し
、電源ラインＰＬ２の電流はＥＦ１点を介して大地に電流が流れ込み、電源ラインＰＬ２
を介してホールＩＣ１及びホールＩＣ２に電力を供給することができなくなる。一方、電
流ラインＰＬ１を流れる電流は、電流ラインＰＬ２上に整流素子４１があるため、電源ラ
インＰＬ１から電源ライン接続部４２を介してＥＦ１点へは短絡電流は流れ込まない。し
たがって、電源ラインＰＬ１を介して、ホールＩＣ１及びホールＩＣ２に電力供給を行う
ことができる。
【００４８】
　なお、第１筐体３１と第２筐体３２との間に位置する配線は、筐体に覆われていないた
め、筐体内と比べて相対的に地絡故障等の影響を受けやすいが、整流素子４１はホールＩ
Ｃ１及びホールＩＣ２と電源ライン接続部４２が収容される第１筐体３１に収容されてい
るため、第１筐体３１と第２筐体３２との間において、電源ラインに地絡が生じたとして
も、その地絡の影響は他の電源ラインには影響を及ぼすことはない。
【００４９】
　（実施例２）
　（全体構成）
　図３に実施例２に係る信号検出装置１のシステム構成図を示す。信号検出装置１は、主
にトルクセンサ２１と、ＥＰＳ－ＥＣＵ１１とからなる。トルクセンサ２１はステアリン
グの操舵トルクを検出し、ＥＰＳ－ＥＣＵ１１は、操舵トルクに基づいて、ステアリング
の操舵力をアシストするべくモータを制御する。
【００５０】
　トルクセンサ２１とＥＰＳ－ＥＣＵ１１とは、電源ラインＰＬ１～ＰＬ３、信号ライン
ＳＬ１～ＳＬ３及びグランドラインＧＬ１～ＧＬ２によって接続されている。
【００５１】
　（トルクセンサ）
　トルクセンサ２１は、車両のステアリングに作用する操舵トルクを検出し、その検出し
た操舵トルクに対応するトルク信号を第１信号ラインＳＬ１、第２信号ラインＳＬ２及び
第３信号ラインＳＬ３を介してＥＰＳ－ＥＣＵ１１側に送信する。トルクセンサ２１は、
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第１筐体３１内部に第１信号検出器２２であるホールＩＣ１、第２信号検出器２３である
ホールＩＣ２及び第３信号検出器２４であるホールＩＣ３とを有する。
【００５２】
　（ＥＰＳ－ＥＣＵ）
　ＥＰＳ－ＥＣＵ１１は、第２筐体３２内部に電源である電源回路１３と、レギュレータ
１４と、信号検出回路であるＣＰＵ１２とを有する。電源回路１３は、車両のボディに接
地（ボディアース）されるものであり、電源ラインを介して、トルクセンサ２１に電力を
供給する。レギュレータ１４は、電源回路１３から出力する電圧・電流を一定に保つため
に用いられる。ＣＰＵ１２は、トルクセンサ２１側から送信されたトルク信号を受け取り
、モータの制御に必要な演算を行う。
【００５３】
　（電源ライン）
　第１電源ラインＰＬ１は、電源回路１３とホールＩＣ１とを接続し、第２電源ラインＰ
Ｌ２は、電源回路１３とホールＩＣ２を接続し、第３電源ラインＰＬ３は、第１電源ライ
ンＰＬ１とホールＩＣ３又は第２電源ラインＰＬ２とホールＩＣ３を接続する。電源ライ
ン接続部４２は、第１電源ラインＰＬ１と第２電源ラインＰＬ２とを接続する。電源ライ
ン接続部４２を介することで、第１電源ラインＰＬ１と第２電源ラインＰＬ２のうちいず
れか一方の電源ラインが断線した場合でもホールＩＣ１及びホールＩＣ２が他方の電源ラ
インから電力供給を受けることができる。さらに、第３電源ラインＰＬ３は、整流素子４
１と第１信号検出器の間又は整流素子４１と第２信号検出器との間において、第１電源ラ
インＰＬ１又は第２電源ラインＰＬ２と接続される。
【００５４】
　第３負荷は第１電源ラインＰＬ１及び第２電源ラインＰＬ２を介して電力の供給を受け
ることができるため、第１電源ラインＰＬ１及び第２電源ラインＰＬ２を利用している分
、第３電源ラインＰＬ３の長さを必要最小限にでき、かつ、並列接続する負荷の数だけ整
流素子４１を設けずに済む。
【００５５】
　（整流素子）
　整流素子４１は、第１電源ラインＰＬ１と第２電源ラインＰＬ２それぞれに設けられ、
電源ライン接続部４２と電源回路１３との間に電源回路１３から信号検出器に流れる電流
のみ通電して逆方向に流れる電流を遮断する。
【００５６】
　つまり、電源ライン接続部４２が、第１電源ラインＰＬ１又は第２電源ラインＰＬ２の
一方の電源ラインから第１電源ラインＰＬ１又は第２電源ラインＰＬ２の他方の電源ライ
ンに流れる短絡電流を遮断するため、第１電源ラインＰＬ１又は第２電源ラインＰＬ２の
一方の電源ラインが地絡したとしても、他方の電源ラインを介して電源回路１３からホー
ルＩＣ１、ホールＩＣ２及びホールＩＣ３に電力を供給し続けることができる。この結果
、第１電源ラインＰＬ１又は第２電源ラインＰＬ２のいずれか一方が地絡しても、他方の
電源ラインを用いてホールＩＣ１、ホールＩＣ２及びホールＩＣ３に電力を供給でき、ホ
ールＩＣ１、ホールＩＣ２及びホールＩＣ３は信号検出回路に信号を伝達することができ
る。
【００５７】
　（レギュレータ）
　レギュレータ１４は、第１電源ラインＰＬ１と第２電源ラインＰＬ２それぞれにおいて
、整流素子４１と電源回路１３との間に設けられ、入力電力を所定の出力電力に変換する
。レギュレータ１４を第１電源ラインＰＬ１及び第２電源ラインＰＬ２それぞれに設けて
いるため、第１電源ラインＰＬ１又は第２電源ラインＰＬ２の一方の電源ラインが地絡し
て短絡電流が流れて、地絡した電源ラインのレギュレータ１４が破壊されたとしても、他
方の電源ラインはそのままレギュレータ１４を用いることができる。
【００５８】
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　（ホールＩＣ）
　ホールＩＣ１は、所定の対象を検出して第１信号を出力する第１信号検出器２２であり
、ホールＩＣ２は、所定の対象を検出して第２信号を出力する第２信号検出器２３であり
、ホールＩＣ３は、所定の対象を検出して第３信号を出力する第３信号検出器２４である
。ここで、所定の対象とはモータのことであり、第１信号と第２信号は、モータのトルク
信号に該当する。
【００５９】
　さらに、ホールＩＣ１、ホールＩＣ２及びホールＩＣ３は、電源回路１３と並列に接続
される。
【００６０】
　（信号ライン）
　第１信号ラインＳＬ１は、信号検出回路とホールＩＣ１を接続して第１信号を伝達し、
第２信号ラインＳＬ２は、信号検出回路とホールＩＣ２を接続して第２信号を伝達し、第
３信号ラインＳＬ３は信号検出回路とホールＩＣ３を接続して第３信号を伝達する。
【００６１】
　（信号検出回路）
　信号検出回路は、第１信号ラインＳＬ１、第２信号ラインＳＬ２及び第３信号ラインＳ
Ｌ３を介して第１信号と第２信号を検出する。
【００６２】
　信号検出回路は、実施例１の場合と同様に、第１信号、第２信号、第３信号に基づいて
、検出された信号に異常があるか否かを判定する。第１信号、第２信号、第３信号のうち
、２つの信号を対比し、両信号が正常か異常か判定する。実施例１の場合、第１信号と第
２信号のどちらかに異常があると、どちらの信号が正常かを判定することは困難となる。
【００６３】
　一方で、実施例２の場合では、第１信号、第２信号及び第３信号のうち、異常な信号が
一つだけの場合には、他の二つの正常な信号は互いに比較することで検出できるため、異
常を検出し、かつ、正常に操舵の補助を続行することができる。この結果、信号検出装置
１の稼働率をあげることができる。
【００６４】
　また、第１信号、第２信号及び第３信号のうち、異常な信号が二つある場合には、どれ
が正常な信号か判断できないため、電動パワーステアリング装置のモータによる操舵の補
助を停止する。
【００６５】
　（グランドライン）
　第１グランドラインＧＬ１は、ホールＩＣ１、ホールＩＣ２及びホールＩＣ３をそれぞ
れ並列に接続し、第２グランドラインＧＬ２は、ホールＩＣ１、ホールＩＣ２及びホール
ＩＣ３をそれぞれ並列に接続する。
【００６６】
　このように接続することによって、第１グランドラインＧＬ１又は第２グランドライン
ＧＬ２の一方のグランドラインが断線しても、他方のグランドラインを介することで、ホ
ールＩＣ１、ホールＩＣ２及びホールＩＣ３を接地することができる。
【００６７】
　２本のグランドラインのうち、一方のグランドラインが断線しても、他方のグランドラ
インを用いて接地できるため、信号検出装置１の信頼性を確保できる。
【００６８】
　なお、ホールＩＣ１～ホールＩＣ３をトルクセンサ２１側ではなく、ＥＰＳ－ＥＣＵ１
１側で接地するのは、ホールＩＣがＥＰＳ－ＥＣＵ１１内の電源回路１３から電力を供給
受けているため、ホールＩＣ１～ホールＩＣ３の接地電位を電源回路１３の接地電位、つ
まり、ＥＰＳ－ＥＣＵ１１の接地電位に揃える必要があることによる。
【００６９】
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　各信号検出器がそれぞれ独立にグランドラインを設けると、信号検出器の数だけグラン
ドラインが必要となるが、本実施例では、ホールＩＣ１、ホールＩＣ２及びホールＩＣ３
は、それぞれ第１グランドラインＧＬ１と第２グランドラインＧＬ２を共用しているため
、接地するグランドラインの配線は２本で済む。さらに、２本のグランドラインのうち、
一方のグランドラインが断線しても、他方のグランドラインを用いて接地できるため、信
号検出装置１の信頼性も確保できる。
【００７０】
　（筐体）
　ホールＩＣ１、ホールＩＣ２及びホールＩＣ３と電源ライン接続部４２と整流素子４１
とは第１筐体３１に収容され、電源回路１３と信号検出回路とは第２筐体３２に収容され
る。
（地絡時）
　図４を用いて、実施例２に係る信号検出装置１の電源ラインＰＬ２において地絡が生じ
た際の動作を説明する。ＥＦ２点において地絡が生じることで、ＥＦ２点の電位が降下し
、電源ラインＰＬ２の電流はＥＦ２点を介して大地に電流が流れ込み、電源ラインＰＬ２
を介してホールＩＣ１、ホールＩＣ２及びホールＩＣ３に電力を供給することができなく
なる。一方、電流ラインＰＬ１を流れる電流は、電流ラインＰＬ２上に整流素子４１があ
るため、電源ラインＰＬ１から電源ライン接続部４２を介してＥＦ２点へは短絡電流は流
れ込まない。したがって、電源ラインＰＬ１を介して、ホールＩＣ１、ホールＩＣ２及び
ホールＩＣ３に電力供給を行うことができる。
【００７１】
　（断線時）
　図４を用いて、実施例２に係る信号検出装置１の信号ラインＳＬ３において断線が生じ
た場合の信号検出回路の処理について説明する。図４は、信号ラインＳＬ３に断線が生じ
た場合を示している。この場合、ホールＩＣ３が信号ラインＳＬ３を介して送信した第３
信号はＣＰＵ１２に届かず、ＣＰＵ１２において受信される第３信号は、第１信号及び第
２信号と異なるトルクを示す信号となる。ＣＰＵ１２は、第１信号と第２信号、第２信号
と第３信号、第３信号と第１信号というそれぞれ３つの組み合わせについて、各信号の異
同を判定する。この場合、ＣＰＵ１２は、第１信号と第２信号の組み合わせでは互いの信
号は同一、第２信号と第３信号、第３信号と第１信号の組み合わせでは互いの信号は異な
るという結果を得る。これらの結果から、ＣＰＵ１２は、第１信号と第２信号は互いに同
一のトルクを示す信号であるという判定結果から第１信号と第２信号は正常な信号と判定
し、さらに、第２信号と第３信号、第３信号と第１信号は互いに異なるトルクを示す信号
という判定結果から第３信号は異常信号と判定する。
【００７２】
　この場合、信号検出回路は、第１信号と第２信号に基づき、モータの制御に必要な演算
を行う。実施例１の場合では、第１信号と第２信号が異なるトルクを示した場合、どちら
が正しい信号か判定することが困難であるが、実施例２の場合では、第１信号、第２信号
及び第３信号を用いるため、正常な信号が２つあれば、２つの信号が同じトルクを示すた
め、正常な信号に基づいて、操舵補助を続行することが可能となる。
【００７３】
　なお、第１信号、第２信号、第３信号のうち、２つ以上の異常信号が検出された場合に
は、正常な信号を判定することが困難であるため、操舵の補助を停止する。
【００７４】
　（実施例３）
　図５に実施例３に係る信号検出装置１のシステム構成図を示す。ここでは、実施例２に
おける信号検出装置１との相違点についてのみ説明し、共通点の説明については省略する
。
【００７５】
　実施例３では、第２グランドラインＧＬ２に代えて、ホールＩＣ１（第１信号検出器２
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、第２グランドラインＧＬ２に代えて、車両のボディ５１に接地される。電源回路１３は
、車両のボディ５１にも接地されているため、ホールＩＣ１～ホールＩＣ３を車両のボデ
ィ５１に接地することで、ホールＩＣ１～ホールＣＩ３と電源回路１３との接地電位を揃
えることができる。そのため、実施例２に含まれていたグランドラインＧＬ２が不要とな
る。
【００７６】
　また、第２グランドラインＧＬ２ではなく、第１グランドラインＧＬ１に代えて、ホー
ルＩＣ１（第１信号検出器２２）、ホールＩＣ２（第２信号検出器２３）及びホールＩＣ
３（第３信号検出器２４）を、車両のボディ５１に接地しても良い。
【００７７】
　なお、電源回路１３は、車両のボディ５１に接地され、グランドラインＧＬ１とボディ
アースとの間の電位差は出荷前に、電位差補正を行うことでゼロにされる。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】本発明の実施例１に係る信号検出装置の全体構成図である。
【図２】本発明の実施例１に係る信号検出装置において地絡が生じた際の全体構成図であ
る。
【図３】本発明の実施例２に係る信号検出装置の全体構成図である。
【図４】本発明の実施例２に係る信号検出装置において断線が生じた際の全体構成図であ
る。
【図５】本発明の実施例３に係る信号検出装置の全体構成図である。
【図６】従来の信号検出装置の全体構成図である。
【符号の説明】
【００７９】
　１　　信号検出装置
　１１　ＥＰＳ－ＥＣＵ
　１２　ＣＰＵ（信号検出回路）
　１３　電源回路（電源）
　１４　レギュレータ
　２１　トルクセンサ
　２２　第１信号検出器（ホールＩＣ１、第１負荷）
　２３　第２信号検出器（ホールＩＣ２、第２負荷）
　２４　第３信号検出器（ホールＩＣ３）
　３１　第１筐体
　３２　第２筐体
　４１　整流素子
　４２　電源ライン接続部
　５１　ボディ
　ＰＬ１　第１電源ライン
　ＰＬ２　第２電源ライン
　ＰＬ３　第３電源ライン
　ＳＬ１　第１信号ライン
　ＳＬ２　第２信号ライン
　ＳＬ３　第３信号ライン
　ＧＬ１　第１グランドライン
　ＧＬ２　第２グランドライン
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